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魚津市下村木町
青葉印制株式会社

近
〈
着
工
の
見
込
み
に
つ

魚
津
港
の
出
入
航
港
の
増
加

に
倖
い
、
漁
船
の
足
場
で
あ
る

角
川
尻
漁
港
の
早

急

な

整

備

主
拡
充
が
望
ま
れ
て
い
た
が
、

従
来

金

光

市
長
は
じ
め
、
漁

業
協
同
組
合
や
関
係
漁
民
の
聞

で
こ
れ
が
早
急
な
実
現
方
が
強

〈
要
望
さ
れ
.
金
光
市
長
も
漁

民
の
生
活
の
基
地
と
し
て
少
し

で
も
早
〈
之
が
実
現
を
さ
れ
た

い
と
服
部
び
に
上
京
の
度
毎
に

運
輸
省
等
開
係
官
鹿
に
陳
情
し

て
い
た
が
、
こ
の
寝
運
輸
省
で

は
角
川
尻
漁
港
の
整
備
の
具
体

案
を
計
画
L
・
昭
和
三
十
年
度

予
算
案
に
計
上
す
る
こ
と
に
な

っ
た
が
.
今
度
の
漸
定
予
算
に

も
計
上
近
〈
着
工
さ
れ
る
と
と
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1

1
第
一
期
工
事

l
i
l
t
第
二
期
工
事

に
な
っ
た
が
.
こ
れ
に
よ
っ
て

魚
津
の
漁
港
と
し
て
、

角
川
尻

も
両
目
を

一
新
し
た
漁
港
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

筒、

魚
津
港
の
整
備
に
つ
い

て
も
従
来
、
北
側
防
披
提
附
近

に
更
に
防
波
堤
を
作
る
計
画
が

進
め
ら
れ
、

運
職
省
に
於
て
も

具
体
震
が
準
め
ら
れ
て
い
る
。

夏

の

衛

生

ノ

健

康

を

ま

も

る

週

間

暴四 よ治ず、 さ しいは 物 二ういにび‘ー注う出
食 、うしみか、ょた 請 の、。ま手外用、 意 。さ
・暴 。まを‘はうし潔調 飲 しを 出 便食 事 な
過飲 L退ねえ。ま に 理 食 よ洗後及 前 項 い

づ吋i 
努
め
ま
し
ょ

長室
さ
け
ま
し
ょ
う

精
米
正
味
六

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
き
四
斗
二
五
、

も
み
正
味
三
七
、
五
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
一
斗
九
二
'

昭
和
三
十
年
産
米
に
一①
集
荷
予
定
数
量
の
決
定

一売
渡
申
込
数
量
以
上
に
売
捜
し

一
前
項
の
量
目
以
外
の

量
目
の
も

q
い
て
は
、
現
行
食
糧
管
一全
国
の
集
荷
予
定
数
量
は
、
配
一た
い
時
は
・
予
約
数
量
以
外
の
一
の
に
つ
い
て
は
.
こ
の
表
の
玄

理
法
を
改
正
せ
ず
、

事
前
一給
所
嬰
輩
、
政
府
手
持
所
要

量
も
の
は
、
格
安
で
あ
る
o

一
米
換
算
容
量
を
基
準
と
し
、
内

売
護
申
込
制
を
と
り
、

従一
及
び
生
産
見
込
輩
等
を
綜
合
勘
一
売
渡
申
込
数
量
を
履
行
し
な
い

一
容
量
の
正
比
例
に
よ
っ
て
算
出

来
の
供
出
割
当
制
度
に
代
一察
し
て
決
定
す
る
。

一時
は
.
概
算
掛
金
に
刺
子
を
附
一
し
た
量
と
L
.
も
み
に
あ
っ
て

え
て
生
産
者
の
自
主
的
亮
一①
概
算
金
に

つ
い
て

一し
、
政
府
へ
返
納
す
る
。
一
は

.
E味
三
七
.
五
キ
ロ
グ
ラ

混
と
.
生
産
者
か
ら
委
託
一指
定
集
荷
業
者
に
委
託
し
て
、

否
そ
の
他

一
ム
に
つ
き

一
斗
〉
二
合
の
翠
に

を
う
け
た
集
荷
業
者
の
.活
一売
渡
の
申
込
み
を
L
た
生
産
者
莱
般
の
玄
米
換
算
容
量
は
、
究

一
よ
り
算
出
し
た
置
と
す
る
。

動
促
進
を
基
調
ξ
し
た
集
一は
.
売
買
契
約
が
成
立
し
た
時一
の
通
り
と
す
る
。
た
だ
し
政
府一

以
上
は
本
年
産
米
集
荷
方
法
の

荷
方
法
で
あ
る
。
政
府
は
一位
、
代
金
の
一
部
乏
し
て
概
算
一
が
こ
れ
と
異
な
る
率
を
定
め
た

一
大
体
の
見
通
し
で
あ
る
が
、
決

集
荷
業
者
団
体
に
集
荷
予
一蹴
を
受
け
る
が
、
此
の
金
宛
に
一と
き
は
、

そ
れ
に
よ
る
も
の
と

一
定
次
第
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

定
数
量
を
示
L
‘
と
れ
に
一相
当
す
る
数
量
を
政
府
め
指
定
一す

る

。

一

す

。

な

お

、

不

審

の

点

が

あ

れ

基
き
集
荷
業
者
は、

生
産
す
る
ハ
十
一

月
末
日
L

期
日
吉
一玄
米
正
味
六

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
に

一
ば
市
役
所
農
林
課
へ
照
会
し
て

者
の
亮
接
申
込
主
、
そ

め
一乍
納
入
し
な
レ
時
は
刺
息
を
附
一っ

き

四

斗

、

一

下

さ

い

。

履
行
促
進
を
円
滑
か
つ
能
一L
、
題
納
ぜ
わ
ば
な
ら
ね
。
若
了
l

l

i

l

i

-

-

-

l
i

l

i

-

-

l

i

l

i

-

-

-

率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
て
型

を

附

L
、
議

会

い

一

立

木

は

ど

の

程

度

ま

で

都
道
府
腺
‘
布
町
村
.
集
荷
一場
合
は‘

一万
剰
に
更
に
刺
子
を
一

;

;

7

1

J

業
者
・
叉
は
そ
の
団
体・

一附
し
て
議
ぜ
れ
ば
む
ら
な
レ

一

き

っ

て

も

よ

い

で

し

ょ

う

か

そ
の
他
関
係
を
も
っ
て
構
一①
買
入
れ
め
方

法

一

今
度
六
月
一
日
付
で
立
木
を
き
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
か

成
す
る
米
穀
売
渡
推
進
乏
生
産
者
が
米
慰

安
臥
府
に
売
り
一っ
て
も
よ
い
限
度
が
公
表
に
な

一
ら
、
今
後
伐
採
の
予
定
を
た
て

た
め
米
穀
売
薬
進
協
路
一渡
す
と
き
弘
、
自
己
の
菅
録

L
一り
ま
し
た
か
ら
、
森
林
所
有
者
一
一
%
民
一
…
け
ド
羽
川
比
一
一

会
を
設
け
る
。
な
お
米
倒
一k
tF
申
告
集
荷
業
者
に
委
託

L
て
一の
方
々
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
う
お
願
い
し
ま
す
の

に
つ
い
て
は
従
来
の
諾
奨
一売
り
穫
す
も
の
と
し
、
蹟
府
の

一な
お
御
承
知
の
こ
と
L
思
い
ま
一
誼
正
伐
跡
令
級
以
上
と
は
突
の

働
金
を
廃
止
す
る
と
、
と
も
一買
人
す
る
米
穀
は
農
産
物
検
査
一
す
が
、
制
限
林
叉
は
、

普
通
林
一
も
の
で
す
。

に、

債
持
品
差
制
度
を
検
討
一法
に
基
〈、

検
査
等
級
王
等
ユ
一の
立
木
ハ
風
倒
木
、
枯
鏑
木
、
一
山
一す
ぎ
ハ
さ
わ
ら
〉
四
六
年
以
上

目

前

七

訂

健

一上
の
玄
米
ご
等
以
上
の
精
米
¥
一闘

認

球

技

話

線

れ一

一側

双

射

ハ

か

は

ト

す

U

一叉
は
、
二
等
以
上
の
も
み
と
す
一定
め
る
立
木
を
除
く
)
を
伐
採

一

ろ
ま
つ
、
あ
か
ま
っ
〉

す
る
た
め
申
込
時
に
賀
入
一

一

一

ー
一る
生
産
者
の
売
渡
申
込
に
か

L
一t
ょ
う
正
す
る
主
き
は
、
知
事

一

三
六
年
以
上

代
金
の
一
部
概
算
…
酬
を
よ
る
o
米
穀
の
引
渡
期
限
は
、
昭
一の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
一

ω
そ
の
他
の
針
葉
樹

う
外
、
所
得
麗
の
聴
誠
を
一

一な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

一

五

六
年
以
上

考
慮
し
て
い
る
。

一和
三
十
一
年
二
月
末
自
主
す
る
一す
。
第
二
次
受
付
は
六
月
一
一
一
十

一
切

主
と
し
て
萌
芽
に
よ
っ
て

わ
た
し
達
は、

病
気
に
な
っ
て

苦
し
み
な
が
ら
よ
う
や
く
治
っ

た
と
含
の
喜
び
を
味
う
と

E
は

多
い
が
.
病
気
に
な
る
の
を
予

防
し
て
健
康
で
あ
る
こ
と
を
喜

ぶ
こ

E
は
非
常
に
少
な
い
土
う

な
気
が
い
た
し
ま
す
。
ま
も
な

く
暑
い
夏
が
や
っ

て
き
ま
す
。

恐
し
い
伝
染
病
や
宣
中
毒
に
封

い
し
て
は
予
防
す
る
こ
と
が
最

も
大
切
な
こ
正
で
す
。
こ
れ
が

た
め
、
六
月
=
十
日
か
ら
穴
月

=
+
六
日
宮
で

「
夏
の
健
康
を

ま
も
る
週
間
」
と
し
て
普
様
の

認
識
を
一

層
高
め
て
い
た
ど
い

て
、
赤
痢
、
室
中
章
、
日
本
脳

炎
か
ら
守
ろ
う

E
呼
び
か
け
る

と
主
に
な
り
ま
し
た
。

次
の
注
意
事
項
や
今
年
と
そ

守
り
ぬ
い
て
愛
す
る
市
か
ら
一

名
の
信
繁
病、

食
中
響
患
者
を

昭
和
三
十
年
産
米
集
荷
制
度
(
案
)

六
月
一
日
か
ら
下
中
島
.
土

中
島
.
上
野
方
、
下
野
方
.

加
積
、
道
下
の
各
出
張
所
で

は
戸
籍
事
務
の
取
扱
い
が
髄

止
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

h

し
市
民
の
皆
様
の
便
宜
十
、

を
図
る
た
め
、

出
生
届

E
X

や
死
亡
届
.
婚
姻
届
等
川
J

そ
の
他
の
戸
籍

届

曹

を

障

叩

出
張
所
で
偲
に
受
付

け

、

J

し
ま
す
。
こ
れ
ら
出
張

山
川

所
に
提
出
さ
れ
た
届
書

劃

"

は、

法
俸
上
の
効
力
は

旨

旨

す

く

に

発

効

し

ま

せ

九

日

ん
。
出
張
所
か
ら
本
腹

自民
N

の
方
へ
逸
ら
れ
.
書
類

-
3

が
と
と
の
っ
て
い
て
、

-
E
J

始
め
て
受
理
さ
れ
法
律
上

の
効
力
が
生
じ
ま
す
か

ら
、
こ
の
点
御
了
承
の

提
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
戸
籍
簿
が
本
勝
に

引
継
が
れ
た
の
で
.
戸

籍
謄
本
や
抄
本
叉
は
戸

籍
上
の
諸
証
明
を
必
要

と
さ
れ
る
方
は
.
本
腰

の
方
へ

直
接
御
出
で
下

さ
れ
ば
迅
速
に
交
付
致

し
ま
す
が
.
出
張
所
の

方
へ
申
出
ら
れ
た
場
合

は、

本
腰
と
連
絡
し‘

顎
日
叉
は
翌
々
日
頃
ま

で
申
出
ら
れ
た
出
張
所

の
方

へ
書
類
を
作
っ
て

回
迭
致
し
ま
す
。
住
民

菅
録
事
務
ぞ
印
鑑
事
麓

は
従
来
遁
り
全
出
張
所

で
取
扱
っ

て
お
り
ま
す
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型車齢
金

谷

山

大

泉

寺

(

二

八

)

ト州
魚
油
悼
の
発
静
地
は
鬼
江
川
の

さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま

ほ
と
り
ハ
も
と
勢
川
と
い
う
〉
す
。

と
侍
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
此
叉
寺
宝
と
し
て
儒
え
ら
れ
て

の
川
の
上
流
を
神
明
川
、
其
の
い
る
阿
捕
陀
三
隼
の
傍
画
は、

上
流
を
鴨
川
叉
は
加
茂
川

と

よ

宋
朝
様
式
仰
画
め
典
型
的
な
も

ん
で
い
ま
す
@
神
明
川
を
前
に
の
で
室
町
時
代
の
美
術
の
源
泉

し
て
費
千
五
百
停
と
称
ぜ
ら
れ

で

あ

る

張
思
恭
の
作
と
称
せ
ら

る
寺
域
に
金
谷
山
大
泉
寺
の
精

れ
て
い
ま
す
。

昨
年
京
都
工
聾

舎
が
あ
り
ま
す
。
蔀
土
宗
鋸
西

繊
維
大
学
敬
授
土
居
次
義
樽
士

涯
で
門
の
入
口
に
は
徳
本
行
者

が
調
査
さ
れ
た
結
果
に
よ
る
と

の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
明
治
「
こ
の
仰
画
は
実
に
す
ば
ら

十
一
年
明
治
天
皇
飼
い
巡
幸

の

し

い

優
れ
た
も
の
で
、
張
恩
恭

折
、
御
立
返
所
と
指
定
せ
ら
れ
の
作
と
は
断
定
出
来
な
い
が
.

た
由
緒
の
深
い
寺

で
あ
り
ま
同
一
政
の
系
統
を
く
ん
で
い
る
こ

す

。

と

は

間
建
い
な
い
と
思
う
。
こ

こ
の
寺
の
古
記
録

?
に
〈
一
義
務

園
開
睡
瞳
由
直
路
運
臨
膳
鶴
襲
警

は
魚
種
の
数
度
の
夫

円引い…一一一
瞬

鵬
細
細
E
・
・
圃
園
田
眠
醐
臨
臨
醸

火
に
焼
失
し
て
確
実

い

多

国
圏
圃
・
・
・
圃
圃
園
開
輔
蹴
聞

な
こ
と
は
わ
か
り
ま

&
一
ぷ
輔

副

園

田

・

・

闘

機
勝

儀

せ
ん
が
、
口
碑
の
億

一一一正一一一夜
ぷ

圃

圃

・

・

園

園

園

開

蝉

繭

え
る
所
に
よ
る
と
、

〆
仁
志
箇
圃
圃
圃
圃
掴
掴
掴
掴
醤
園
開

永
静
の
頃

(
約
四
百

九一一絞め鰍
脳
圃
園
田
圏
臨
臨
臨
酪
盟
関
甑
油
類

年
前
〉
松
倉
の
減
主

-/一…
ぶ
圃
圃
圃
・
圃
圃
・
・
圃
・
園
開
錨
鰻
韓
問
問

椎
名
右
衛

門

尉

泰

人科一
J
闘
鶏
幽
園
田
・
・
・
・
・
圃

購

抑

留
、
笹
倉
落
城
後
例

議

機
運
圃
湿
圃
・
・
・
・

鰯

山

門
に
帰
依
し
て
落

髪

、一ιh
町議

題

盟

国

・

・

・

・

…

縦

一

し、

慣
と
な
り

「
広
J

J

・-…一一一

γ縛
輔
溜
岨
圃
・
・
圏
一
叫

機

一

審
」
と
号

L
.
佐
倉

一-一、弘山一一

J
瀦

運

週

調

龍

一

金
山
谷
に
一
字
を
建
一齢
鶴
齢
際
関
盤
E
E
E
E際
際
感
服
麟
舗
臨
臨
臨
轍

立
し
ま
し
た
.
こ
れ
盟
国
麗
翻
闘
幽
・
圃
・
圃
・
・
・
・
・
園
鶴
田
園
園
開

が
大
泉
寺
の
創
建
で
醐
睡
眠
圃
・
園
圃
・
圃
・
・
・
・
・
田
園
圃
園
開

あ
り
麗
響
上
人
は
当
磁
調
圃
・
圃
・
・
・
・
・
・
・
・
・
圃
・
・
・
願

寺
の
開
山
で
あ
り
寺

闇
薗
園
田
園
圃
・
・
・
関
圃
圃
・
・
・
・
・
・
閉

す。

園
圃

E・
E・
-
置
圃
・
・
・
・
・
関

其
の
後
、
松
倉
も
衣

i
l
l
1
E
E
E
B
E
B
E
E
--
E

・E・関

第
に
表
徴
し
勢
力
が
魚
津
こ
移

れ
等
は
貴
重
な
研
究
資
料
と
な

t

る
の
で
保
寄
に
万
全
を
期
せ
ね

る
様
に
な
る
と
、

土
の
寺
も
亦
ば
な
ら
ぬ
」
と
言
っ
て
お
ら
れ

魚
津
出
丸
に
移
轄
し‘

そ
れ
か
ま
し
た
。

ら
第
十
一

代
大
審
上
人
が
現
在

こ
の
仰
画
は
椎
名
泰
種
の
夫

め
地
に
本
寺
を
建
立
し
今

H
に

人

の

看
経
仰
で
あ
っ
た
と
も
偉

至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

現
住

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

氏
名
め
定
紋
丸
に
技
柏
叉
推

職
は
第
三
十
世
梅
原
善
苗
上
人

葉
の
害
時
呂
も
保
存
し
て
あ
句
ま

で
あ
り
ま
す
c

す。

当
寺
に
安
置
の
阿
弼
陀
仰
木

境

内
に
は
小
民
縁
及
び
立
器
の

寧
は
小
訟
内
大
臣
平
璽
盛
の
守
句
碑
が
あ
り
ま
す
。
小
貝
援
は

護
側
で
慈
健
大
師
の
作
と
傍
え

芭

蕉
翁
が
北
陸
紀
行
の
際
、
記

念
と
し
て
一
個
の
小
貝
を
遁
し

ら
れ
て
い
ま
す
。

本
寺
記
に
よ

て
行
っ
た
。
当
時
の
魚
諒
の
俳

る
と
、

平
霊
感
は
穆
土
宗
教
の
連
逮
は
こ
れ
を
保
存
し
て
小
貝

篤
信
者
で
、
京
都
に
燈
籍
堂
を
庵
を
結
び
、
同
志
が
集
っ
て
そ

作
り
、

阿
禰
陀
四
十
八
願
に

依

の

道
に
精
進
し
て
き
た
が
、
時

っ
て
四
十
入
駄
の
仰
像
を
安
置

の
役
人
か
ら
閉
鎖
を
命
ぜ
ら
れ

し、

燈
籍
供
養
を
し
た
史
実

が
た
の
で
、
弟
子
謹
は
こ
の
小
員

止

γ
-
時
め
て
碑
を
立
て
.
小
貝
掻

あ
り
、
其
の
一
一
脈

の
仰

像

が

故

;

|】

と
称
し
ま
し
た
。
碑
商
に
は

あ
っ
て
松
貨
城
主
椎
名
氏
に
博

「
宝
脳
二
年
仲
春
魚
津
連
中
建

わ
り
、
そ
れ
が

こ
の
寺
に
安
置
之
」

を
彫
っ
て
あ
め
ま
す
。



(2) 

危
h
M
.

，v---v-. 

、

発行

鉄
道
用
地
内
の
立
入
禁
止
に

つ
い
て
は
、
法
律
で
堅
〈
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
鉄
道

用
地
内
で
の
不
祥
事
故
や

一
般

公
衆
の
運
行
中
に
お
け
る
死
傷

事
故
な
ど
が
各
地
で
額
々
と
し

て
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
こ
れ

が
防
止
と
取
締
り
の
徹
低
を
期

す
る
と
正
に
つ
い
て
国
鉄
当
局

か
ら
の
要
望
も
あ
り
ま
す
の
で

一
般
の
御
協
力
を
願
い
ま
す
。

こ
と
に
魚
津
騨
構
内
の
如
き

は
、
汽
車
、
電
車

二
一

O
回
の

蓮
轄
と
日
本
カ
ー
バ
イ
ド
魚
津

工
事
専
用
側
線
か
ら
の
入
換
一

一
O
回
そ
の
他
貨
物
列
車
の
貨

車
移
動
入
換
等
が
頻
繁
に
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
構
内
主
入
者
が

あ
る
こ
正
に
よ
っ
て
作
業
上
大

き
な
支
障
を
来
た
し
、
叉
非
常

に
危
険
で
あ
り
ま
す
。
な
お
騨

構
内
に
は
荷
物
が
多
数
留
置
保

管
し
て
あ
旬
、
こ
れ
が
諮
錐
防

止
上
か
ち
み
て

ホ
紹
対
鉄
道
用

昭和30年 6月15日報慶市

鉄
道
用
地
内
の

立
入
は
禁
止

地
内
に
入
ら
な
い
よ
う
に
致
し

ま
し
ょ
う
。

一
、
鉄
讃
用
地
内
及
び
線
路
内

運
行
の
巌
禁

二
、
鉄
道
用
地
内
の
石
炭
ガ
ラ

拾
集
の
巌
禁

三
、
子
供
の
線
路
内
立
入
は
、

保
殺
者
に
お
い
て
殿
戒

四
、
線
路
内
に
立
入
り
列
車
を

不
時
停
車
さ
せ
た
場
合
は
科

料
に
処
せ
ら
れ
る
。

津

。
納
税
者
の
皆

3
ん
ず¥、

魚

一
、
市
震
の
納
付
場
所
に
つ
い

て市
に
関
す
る
現
金
の
出
納
の

た
め
こ
の
度
、
市
金
庫
が
設

け
ら
れ
六
月
十
五
日
か
ら
市

へ
納
め
て
い
た
ど
く
麗
金

は
、
突
の
金
融
機
関
で
取
扱

う
こ

E
に
な
り
ま
し
た
か

ら
、
徴
続
令
書
叉
は
納
税
通

知
書
等
を
大
切
に
し
て
令
書

に
税
金
を
添
え
て
納
期
限
ま

で
に
納
め
て
下
さ
い
。

な
お
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
の

お
申
出
に
よ
っ
て
、
何
れ
の

金
融
機
関
へ
お
納
め
に
な
っ

て
も
よ
い
の
で
す
が
、
農
業

協
同
組
合
へ
魚
津
農
業
協
同

組
合
を
除
く
)
の
設
置
し
て

あ
る
地
区
は
、
そ
れ
ん
¥
の

農
業
協
同
組
合
へ
納
め
て
下

炉、了
、。

J
』

r

、、LV

取
扱
金
融
機
関

市
役
所
内
市
金
庫
涯
出
所

株
式
会
社
北
陸
銀
行

魚
津
支
底
ハ
大
町
)

株
式
会
社
北
陸
銀
行

神
明
支
底

(酬釘年内m)
第三蔵郵便駒認可(第70号)

富
山
鯨
信
用
農
業
協
同
組
合

連
合
会
ハ
魚
津
騨
前
〉

下
中
島
農
業
協
同
組
合

上
中
島
農
業
協
問
組
合

訟
倉
農
業
協
同
組
合

上
野
方
農
業
協
同
組
合

下
野
方
農
業
協
同
組
合

片
貝
農
業
協
同
組
合

加
積
農
業
協
同
組
合

道
下
農
業
協
同
組
合

経
団
農
業
協
同
組
合

天
神
農
業
協
同
組
合

西
布
施
農
業
協
同
組
合

二
、
納
期
限
前
の
納
付
に
つ
い

て市
民
税
、
固
定
資
産
震
に
つ

い
て
は
、
徴
続
令
書
に
記
載

さ
れ
た
そ
の
納
期
以
後
の
各

納
期
の
納
付
額
を
あ
わ
せ
て

納
付
さ
れ
た
と
き
は
、
納
期

前
に
納
め
ら
れ
た
続
額
の
百

分
の
一
に
前
納
の
月
数
を
乗

じ
て
得
た
額
ハ
月
約
一
分
の

利
率
に
相
当
)
を
、
報
償
金

と
し
て
交
付
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
ず
か
ら
、
精
々

こ
の
制
度
を
お
利
用
下
さ

、。、
b

・

=つ

延
滞
金
な
ど
の
徴
牧
に
つ

い
て
税
金
が
滞
納
に
な
り
ま
す

と
.
市
は
こ
の
替
り
財
源
と

し
て
利
子
の
か

L
る
借
入
金

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
、
完
納
者
に
対
L
、
不
公

平
か
つ
不
公
正
な
余
分
の
財

政
頁
担
を
お
か
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
滞
納
さ

れ
た
方
か
ら
つ
ぎ
の
方
法
に

よ
っ
て
、

延
滞
金
、
督
促
手

数
料
.
延
滞
加
算
金
な
ど
麗

法
湿
り
徴
収
い
た
し
ま
ず
か

ら
‘
こ
ん
な
高
利
の
税
金
は

滞
納
せ
ず
必
ず
納
期
ま
で
に

納
め
て
下
さ
い
。

L
延
滞
金

納
期
限
の
顎
日
か
ら
納
付
叉

は
納
入
日
ま
で
の
期
問
、
滞

納
金
百
円
に
つ
い
て
一
日
四

銭
の
割

2
督
促
手
数
料

督
促
肢
が
発
布
さ
れ
た
と
き

は
‘
一
通
に
つ
い
て
二
十
円

払
延
滞
加
算
金

馬
の
流
行
性
脳
炎
を

橡

防
B

し
ま
為
し
よ
う

一
、
輸
郎
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ

。
p
ヲ去
年
と
同
じ
よ
う
に
本
年
も

家
畜
保
険
衛
生
所
が
獣
医
師

会
の
協
力
を
得
て
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
強
肪
注
射
を
受
け

た
馬
は
「
菟
疫
体
」
と
な
り

据
抗
す
る
力
が
出
来
ま
す
か

ら
流
行
す
る
前
に
注
射
を
う

け
て
お
く
と
、
病
気
に
揺
ら

な
く
て
す
み
ま
ず
か
ら
進
ん

で
注
射
を
う
け
て
下
さ
い
。

な
お
こ
の
注
射
は
二
回
以
上

う
け
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま

せ
ん
。

二
、
肢
を
殺
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
病
気
を
ば

い
介
す
る
の

は
蚊
で
す
。
日
本
で
は
「
ハ

マ
ダ
ラ
カ
」
「
ア
カ
マ
ダ
ラ

カ
」
と

「
雑
種
」
の
三
種
類

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
蚊

は
五
月
か
ら
十
月
に
か
け
て

主
に
夕
方
か
ら
活
動
し
、
人

や
家
畜
の
血
を
吸
う
の
で
す

が
、
特
に
一
，
ハ
マ
ダ
ラ
カ
」

の
若
い
肢
は
.
牛
.
馬
、
豚

な
ど
の
家
畜
の
血
を
好
ん
で

掛
川
比
欣
が
発
布
き
れ
そ
の
指

定
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な

か
っ
た
と
き
は
.
延
滞
金
の

他
に
指
定
期
限
の
顎
日
か
ら

税
金
完
納
の
日
叉
は
財
産
差

抑
の
日
ま
で
、
税
額
百
円
に

つ
い
て

-
日
凶
鏡
、
即
ち
督

促
拭
の
指
定
期
限
後
は
.
延

滞
金
及
び
延
滞
加
算
金
を
合

せ
て
日
歩
入
銭
と
な
り
ま

す。
魚
津
ロ
ー
タ
リ
ー
援
足

去
る
八
日
.
本
部
の
承
認
が

あ
っ
て
正
式
に
発
足
し
た
魚
津

ロ
1
タ
り

1
グ
ラ
プ
で
は
、
十

日
魚
津
水
族
館
二
階
会
議
室

で、

富
山

ロ
1
タ
り
ー
か
ら
会

畏
の
佐
藤
助
九
郎
氏
等
七
名
の

来
席
の
も
と
に
初
会
が
開
か
れ

た
が
、
席
上
佐
藤
氏
か
ら
ロ

ー
タ
リ
ー
の
趣
旨
の
競
明
等
が

あ
り
、
魚
津
ロ

1
タ
り

1
グ
ラ

プ
会
長
の
金
光
邦
=
一
氏
か
ら
副

会
畏
の
浜
岡
捕
衣
兵
衛
氏
、
幹

事
の
高
野
宗
雄
氏
、
ほ
か
理
事

等
の
紹
介
が
あ
っ

て
懇
談
の
笹

閉
会
し
た
が
ロ

1
タ
り

l
例
会

は

毎

金

曜
日
十
二
時
宇
か
ら

一
時
牢
ま
で
水
族
館
で
開
か
れ

る
こ

E
に
な
っ
た
。

7. 6. δ4.  3. 2. 1.ま、三効つフ Bのど暗吸
に日すかすことて濠馬こきおる馬に日敷ぐそ屋し馬ケ果たラ H蚊暗所い
は中る L るの。、な屋 とれくよ 屋 入光藁 この棋よの月が蚊や Cぞい・ま
・にこら日 病 蚊どの 0いこうのれにはと他をう間はあまポが殺所軒す:
出使とな射気 ののま なとに中る良毎 。の明。い有つでウーすに下 u

来う 0，-、病を 発流わ 水 0 ・にこく日 虫る 方効て殺フ番に楼、敵
るよ ょや起生れり を窓風 ξ乾交のく にでーしラ良はみ伺吟
だう う熱さ ををのあをが。 L換集し集す度てかく1)ま料・
けなに射せ防よ溝たあ良 、し りてを。撒しら、Dそ桶音
暑場注病易ぐくやえけく 馬 てを蚊つけまかボ'1' 0 、舎
さ合意にく こし・る て遁 屋 、防やけばうえウやこなの

松加片天西下上道経下上地流 n 

布中中 野野区行 び

貝神施島島下回方方名性す変ら運朝使 こまを
一一一一一占 踊るつし動必わとた避

七一一二一一一一ーへ第炎こてなきずな 0 充る
ハ二月=ニ十十十十十日亙ー予といいせ馬い分よ
午 午 午二午十午十午七午七午四午四午二午一国防。なか、 屋 と にう
前日後日前日後目前日後日前日後日前日後目前十 注 い肢腰かき 水に

七二二二七六一射 かのがらでを工
六六四四一月十十十日月豆日 を運ふ出も与夫
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積曾

五
月
二
十
六
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で

五
月
二
十
六
日

ハ
木
〉

一
全

三

十

日

(
月
)

市
議
会
偲
務
委
員
会
開
催

一

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

全
二
十
八
日
(
土
)

一
市
議
会
商
工
水
産
委
員
会
開
催

靖
国
神
枇
参
拝
遁
見
祉
行
式

一
六
月
一
日
(
水
」

市
内
小
、
中
学
校
畏
会
を

一

市
農
業
委
員
会
定
例
会
開
催

大
町
小
学
校
に
於
い
て
開
催

一

市
教
育
委
員
会
定
例
会
開
催

511の伎3t
92人

42人

計女

48 

16 

44 

26 

男

出生

死亡

4イ牛

37イ牛

8イ牛

46.511人

死産
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'
t
口

山
削
船
人

下

野

方

青

年

準

級

本

年

度

の

計

一

曲

家

畜

管

理

六

ん

ゲ

競

菜

栽

培

一

入

ん

ゲ

事
業
所
見
学

@
体
育
科

菅
山
、
レ

グ
リ

ェ
l

y
ヨ
ン

軽
ス
ポ
ー
ツ

保
健
主
体
育

青
年
と
体
育

@
家
庭
科

策
養
と
料
理

生
花
あ
み
も
の

家
庭
衛
生

生
活
改
善
と
生

活
指
導

下
野
方
青
年
学
級
は
過
去
二

ヶ
年
の
実
績
を
反
省
し
て
.
勤

努
青
年
謹
の
集
団
的
な
自
己
教

育
活
動
に
積
極
的
に
の
り
出
す

事
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
三
十

年
の
教
科
実
施
内
容
は
次
の
遁

り
で
す
。

@
社
会
科

青
年
一
般
問
題

政
治
教
育

教
養

@
産
業
科

農
業
経
営

農
業
の
機
械
化

水
稲
栽
培

二
五
時
間

一
五
グ

一
入
h
ゲ

ム
ハ
ク

中
ハ
タ

一
入
h
ゲ

。一一。
|農l
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。一-0
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問
、
こ
の
頃
の
除
草
田
干
は
、

ど
う
あ
る
ぺ
き
か
を
伺
い
た

、LW
答
.
簡
箪
に
云
う
と
、
植
付
後

二
週
間
で
一
番
草
田
干
、
次
の

七
日
目
で
二
番
草
田
干
、
文
七

日
目
で
三
番
草
田
干
を
行
い
、

出
穂
前
三
五
日
か
ら
四

O
日
位

で
.
所
謂
、
幼
穂
始
原
体
の
出

来
る
頃
に
終
っ
て
頂
き
た
い
。

こ
れ
は
蔚
の
幼
穂
形
成
期
に
な

る
と
根
の
再
生
力
が
=
一割
に
お

ち
る
か
ら
で
、
出
穂
期
の
除

草
、
断
根
被
害
は
根
の
回
復
力

が

(
最
高
分
襲
期
を
一

O
O
%

と
し
て
)=一

O
分
の
一
の
三
%
'

に
お
ち
る
。
困
に
普
通
の
除
草

で
タ
テ
、
ヨ
コ
二
回
.
除
草
器

を
押
す
こ
と
。

最
高
分
襲
期
で
二
割
断
根
さ

れ
、
こ
の
回
復
に
一

O
日
か
ら

二
週
間
か
L

る
そ
う
で
す
。

と
角
、
早
自
に
除
草
田
干
を
や

っ
て
頂
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

品
種
別
で
云
い
ま
す
と
、

農
林

一
号
で
は
、
六
月
手
日
頃
に
な

り
、
設
に
穂
の
出
る
も
の

(
中

生
〉
で
は
ぷ
月
十
日
頃
.
八
月
二

十
五
日
頃
出
穂
す
る
も
の
ハ
晩

生
〉
で
は
、
七
月
十
五
日
頃
迄
に

ぎ
り
を
あ
げ
る
こ
、
乙
で
す
。

次
に
反
牧
を
あ
げ
る
こ
と

を
‘
田
干
、
栢
の
根
を
の
ば
す

こ
と
の
関
係
を
考
え
て
見
ま
す

と
、
反
牧
を
あ
げ
る
に
は
.
正

し
く
穂
重
×
千
村
重
で
あ
り
ま

す
。
勿
論
穂
重
を
を
る
に
は
.

品
麗
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り
ま

す
が
、
何
と
し
て
も
下
位
分

襲
、
早
目
の
株
張
り
が
大
切
。

二
O
hv

00四
// // // 
一O
hゲ
一O
hゲ
ムハ

グ

ム
ハ
グ

一
八

hv
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1
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一
日
H

一
一
山
尖
一

五
守
一
一
-
吉
田
一

。ー
1
0
0
1
1
0

(
反
収
六
石
六
斗
と
ら
れ
た
川

原
宗
市
さ
ん
の
酒
は
七
節
で
と

ま
っ
て
い
る
。
除

草

も

晩

生

種
だ
が
七
月
五
日
で
や
め
て
い

る
〉
き
て
、
こ
の
千
粒
軍
を
つ
け

る
に
は
、
地
下
二
寸
以
下
の
部

分
の
根
の
孟
と
正
比
例
す
る
か

ら
根
の
量
が
多
け
れ
ば
千
粒
置

は
大
に
な
る
。
こ
の
根
を
伸
ば

す
た
め
に
除
草
毎
に
田
干
を
し

て
根
に
酸
素
を
与
え
、
炭
酸
ガ

ス
を
排
除
さ
せ
、
呼
吸
を
さ
せ

る
・
減
水
深
の
少
い
回
、
水
の
変

ら
な
い
田
は
.
此
の
呼
吸
が
困

難
に
な
る
の
で
根
ぐ
さ
れ
に
な

り
、
早
け
れ
ば
ヒ
ツ
コ
ミ
と
な

り
、
お
そ
け
れ
ば
秋
蕗
ち
に
な

る
。
稔
実
が
わ
る
い
ヒ
ツ
コ
ミ

を
防
ぎ
、
根
を
地
下
へ
伸
ば
す

た
め
に
、
除
草
毎
の
将
い
田
干

を
お
奨
め
す
る
。

田
を
干
せ
ば

堅
く
な
り
、
手
取
除
草
は
悶
難

に
な
る
か
ら
そ
れ
で
除
草
器
を

押
し
て
頂
く
。
早
目
に
、
酒
期

に
、
除
草
を
終
え
る
こ
止
が
肝

要
で
す
。
ど
う
し
て
も
遅
れ
た

な
ら
ば
二
、
四
、

D
を
ま
く
。

摂
田
用
に
は
水
中
二
、
四
、

D

が
あ
り
ま
す
。

次
に
視
は
ど
の
遜
に
あ
っ
て

除
草
に
よ
っ
て
.
ど
の
位
切
断

す
る
も
の
か
を
調
べ
て
見
る
と

(
栢
一
株
当
り
の
根
乾
重
〉

二
寸
二
寸
三
寸
三
寸

一未
満
三
寸
一三
寸
一四
寸

中
耕
区
一
、瓦
一三
、主
一一J
己
一0
.
八七

〈
二
回
￥
二
三

一

一

O
中

一

一

一

一

一二五五
一ニ
J
E
一‘六七
一0
.
A
2
一

耕
区

一

一

一

一

中
耕
二
回
は
七
月
入
目
、
十

八
日
、
地
下
二
寸
ま
で
は
中
耕

区
は
増
し
て
い
る
が
二
寸
以
下

一

ま
余
り
変
ら
な
い
。

一
、
主
催

一
、
後
援

よくち

た

め
税

務

課

あ惨たのー争J字乏
第 1期分
市民税
納期限6月30日
市金庫へ納めて下さし、

参

議市川
一房
枝
女
史
講
演
会

魚魚魚魚
津津津津
市市市 市
建連公教
育合婦合協民委青
年人識館員
団会会会

(午午十午午十
聴後前 -n.後前八日
諦三十日二十日時
者 時時 (時時 (
日士

大松)遭天〉
町倉下紳
小小公小
学学民学
校校舘校

当 今
国 一二
会
m 題

面白
き
E 
新
佳
活
蓮
動
L-

季

節

保

育

所

開

設

愈
々
多
忙
な
る
季
節
と
な

一
し
た
。

り
、
政
任
さ
れ
が
ち
な
児
童
の

一

旬
開
設
状
況
は
次
の
と
お
り

た
め
に
、
春
季
々
節
保
育
所
が

一
で
す
。

市
内
一
一
一
ケ
所
で
開
設
さ
れ
ま

一

地

区

別

片西天経 遭加下下

布。 グ クグ

市
民
一
一
般
〉

野 中

一

一

明
鍛
一

島

一
旧

小

学

校
一

三

O
日
一

方

一
印

田

円

提

寺

一

一
四
日
一

積

一
古
島
倶
楽

部

一

三

O
日
一

下

一
岡

仰

田

倉

庫

一
言

O
日
一

一
青
島

神

社

一

三
O
日

一
席
迦
堂
観
普
堂
一
三

O
日

回

一
江

口

倉

庫

一

一一一

O
日

一
平
侍
寺
母
子
寮
一

三
O
日

榊

一天
神
野
新
倶
楽
部
一

一一一一一日

東
尾
崎
倶
楽
部

一

一
三
一
日
一

小
川
寺
心
謹
坊

一

一
一
一
一
旦

東

城

法

盛

寺

一

二
O
旦

開
設
ケ
所
名

牧

容

実

児

童

数六
O
人

五

O
人

四
O
人

三
O
人

四
七
人

=
一O
人

四
O
入

=一

O
人

五

O
人

五

O
人

三
O
人

三
五
人
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